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　2017年度より、「環境と消防」の発行母体が北九州市立大学環境技術研究所 災害対策技術研究セン

ターに変わりました。これは、旧発行母体であった環境・消防技術開発センターが災害対策技術研究

センターと統合されたことによります。環境・消防技術開発センターは、上江洲一也前センター長の

もと、2008年に時限組織として発足し、環境配慮型泡消火剤をはじめ、独創的な消防関連技術の開

発・普及に携わってきました。以後、年限を更新しながら活動を続けてきましたが、北九州市立大学

の消防・防災研究をさらに発展させるため、2017年度に、災害対策技術研究センターと統合されま

した。災害対策技術研究センターは、常設組織であり、今までよりも安定した活動が可能となります。

「環境と消防」の最新号では、北九州の産学官連携による消防技術開発について、これまでの経緯をま

とめるとともに、現在展開しつつある研究事例を紹介します。
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